
（別紙３）

～ 令和8年　6月　30日

（対象者数） 50世帯 （回答者数） 34票

～ 令和8年　6月　30日

（対象者数） 17名 （回答者数） 17名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き取り組んでいく。

2

利用児童の将来像について保護者とよく話し合い、どういっ
た対応をしていくか等状況に合わせて対応をしていく。

3

引き続き取り組んでいく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

情報共有を徹底しなくてはならないものについても、引継ぎ
ミスが時折あるので、報連相の徹底をおこなっていく。

2

保護者とのやり取りを綿密に行い、事業所で行っている利用
児童の課題に対してのアプローチ方法をお伝えする。
また、育児についても相談支援を行うことの周知を行ってい
く。

3

今年度も引き続き、保護者会を開催する予定である。兄弟向
けのイベントの希望もいただいているため、今後開催する予
定である。

支援開始前の職員の情報共有 保護者や学校等からの申し送りの共有などが出来ていないこと
がある。

日々のやり取りで利用児童についての発達の状況や課題につい
ては話しは出来ている。育児に関する助言等の支援を行うこと
は伝えきれていないこと。

放課後等デイサービスとしての支援についての周知が足りてい
ない。

保護者懇親会の周知不足 昨年度、すべての保護者対象に保護者懇親会を開催したが、参
加された方以外にはまだまだ認知されていない。

不登校など配慮の必要な利用児童に対して臨機応変に対応を
行っていること。

利用児童に合わせて送迎の時間を調整し、急な送迎時間の変更
にも対応している。
また、配慮が必要な利用児童に関しても、個々に合わせた対応
が出来るようにしている。

他事業所や地域との連携や交流が広がっていること。 他事業所との合同イベントを実施。社会福祉協議会と繋がり、
地域イベントに参加。また、近くの大学の学祭や音楽イベント
に参加する等の地域交流に取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動内容が固定化せず、様々な取り組みを行えていること。 日々のプログラムについても活動内容の多彩さなどで保護者か
ら一定の評価をいただいている。夏休みなどの⾧期休暇中の活
動内容については楽しみにしていただいている。

○事業所名 wacca

○保護者評価実施期間 令和8年　5月　28日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　5月　28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　7月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


